
【実施報告】地域コミュニティを考える出前講座 in 石川町

チラシ画像配置エリア
(縦長)

開催概要・プログラム

日時：令和7年11月21日（金）17:00～19:00

会場：石川町共同福祉施設 多目的ホール

対象：自治組織の役員、行政区長、集落支援員 など

主催：福島県企画調整部地域振興課 共催：石川町

県の取組説明

小さな拠点・地域運営組織の取組事例紹介

質疑応答・意見交換

当日の様子

写真配置エリア 1
(全体風景)

写真配置エリア 2
(意見交換の様子等)

定員：50名 参加者：38名



参加者の声～アンケート・感想より～

満足度・主な意見

アンケート満足度：極めて高い評価（多くが4-5点）

桜・環境保全への具体的な提案への関心

移動支援・ボランティア輸送についての要望

会議におけるファシリテーションの重要性を認識

若者と一緒に活動できる場づくりの必要性を実感

特徴的な気づき

「あて職」から「有志ベース」へ組織を転換すべき

小さく始めることで負担感を低減し、参加のハードルを下げ
る

ニーズ調査などデータを活用し、多世代・女性の参画を促進

地域の課題（感想・課題共有シートより）

人口減少と高齢化に伴う担い手不足が深刻

「あて職」による組織運営の限界と弊害（モチベーション低下）

女性が交流し、意見を表明できる場の不足

高齢者の移動手段の不足や、資源（桜など）の老朽化

今後のアイデア（参加者提案）

プロジェクトベースの有志チーム制（桜守り隊・おでかけサポート隊）

属性別ワークショップ（女性だけの地域トーク、若者との未来会議）

自治会加入メリットの見える化（カタログ・チラシ作成）

移動支援・ボランティア輸送の仕組みづくり



成果と話合いのポイント（石川町）

主な成果・気づき

「楽しさ」の重要性認識と自分事化
義務感ではなく「やりたい人が楽しく」取り組み、自分事に変える

データ活用とメリットの見える化
アンケート等によるニーズ把握と自治会等への参加メリットのPR

具体的なプロジェクトアイデアの創出
桜や川の環境保全活動、高齢者のボランティア輸送などの具体案

話合いのポイントと今後の課題

あて職からの脱却と、テーマ別の有志チーム制の導入

属性別ワークショップ（女性、若者等）によるニーズ発掘

「小さく始める」ことで参加ハードルと負担感を下げる

自治会等のメリットの明確化と積極的な情報発信

多様な主体（多世代・女性・外部人材）参画による継続性担保
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